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＜第１回 学校評価 分析と考察＞ 
山ノ内小学校では「自ら考え、判断し、共に生きる子どもの育成～自ら考える力と自ら律する力を高める教育

の創造～」という学校教育目標を掲げ、日々教育活動を進めています。  

さらに、授業のユニバーサルデザイン化を研究課題にして、一人一台の GIGA 端末を積極的に活用し、「主体的・

対話的で深い学び」をキーワードにする授業改善に取り組んでいます。 

１．児童について   

低学年・高学年どちらにおいても、ほとんどの項目で、８０％以上の子どもが「よくできている」か「大体で

きている」と回答していました。特に（１）「友達と仲良く、学校生活を送る」（２）「掃除や片づけを最後まで

する」（３）「きまりや約束を守る」（９）「人の話をしっかりと聞く」（１３）「自分や他人の命を大切にする」（１

４）「情報モラルやマナーを守る」で、９０％以上の子どもが「よくできている」か「大体できている」と回答

していました。これは、昨年度の第２回より増えています。一方で、（８）「早寝・早起き・朝ごはんを心がける」

と（１１）「すすんでからだを動かす」は少し低い数値となっていました。さらに、高学年は、（５）「すすんで

読書に取り組む」（１０）「自分の考えや思いを話す」（１１）「すすんでからだを動かす」の３項目は、８０％を

切っており、低い数値となっていました。 

この結果から、本校の子どもたちは、友達と仲良く学校生活を送ることができていると言えます。そして、そ

れに関わる項目の数値も高くなっています。（２）は友達と協力することの大切さ、（３）や（１４）はきまりや

ルールを守ること、（９）や（１３）は友達を大切にする姿勢等、友達と仲良く学校生活を送るためにとても大

切な内容です。毎月１０日の「なかよしの日」の学習や「いのちの学習」の取組、道徳の学習を中心に、より友

達と仲良く学校生活を送るために大切なことを考えていきます。今年度は、既に２・５年生に非行防止教室、３・

４年生にスマホ・ケータイ教室、６年生に薬物乱用防止教室を実施しました。今後も外部機関との連携を適切に

行っていきたいと考えています。一方で、「あまりできていない」「できていない」と回答した子どももいます。

子どもたち一人一人に丁寧に寄り添いながら、指導を継続していきます。 

高学年で特に低くなっていた項目は（１１）「すすんでからだを動かす」で、５９％でした。近年、４月の中

頃から気温がとても高くなり、外で遊びにくい環境も関係しているかもしれません。コロナ禍で低下した、児童

の体力の向上を図るため、体育科の学習だけでなく、委員会など学校全体の取組を通して、外で遊んで、体を動

かす機会を増やしていきたいと考えています。 

２．教職員について 

教職員の回答では、ほとんどの項目で８０％以上が「よくできている」か「大体できている」と回答していま

した。しかし、（５）「すすんで読書に取り組む」は、昨年度に引き続き、今回も「あまりできていない」「でき

ていない」と回答した教職員がいました。朝の登校後の読書時間は、読書指導を続けることで、読書習慣が身に

つき、すべての児童が集中して取り組むことができています。雨や暑さ等で、外で遊ぶことができない時間に、

学校図書館を利用したり、教室で静かに読書をしたりできるよう、学校司書とも連携しながら、声かけを行い、

読書習慣の定着をさらに図っていきます。 

３．保護者について 

保護者の方の回答は、ほとんどの項目が９０％以上「よくできている」か「大体できている」との回答でした。

保護者の方の「よくできている」「大体できている」という回答率が高い項目は、概ね子どもたちの回答も「よ

くできている」「大体できている」となっています。今年度も、ご家庭での声かけが子どもたちに反映されてい

ました。（５）「すすんで読書に取り組むように働きかけている」この項目だけが昨年度と同様に低くなっており、

「よくできている」か「大体できている」の回答が５７％でした。進んで読書に取り組む子どもは、語彙力・表

現力が養われます。引き続き、ご家庭でもお声かけをいただきますようお願いします。 

令 和 ５ 年 １ ０ 月 ２ 日 

京 都 市 立 山 ノ 内 小 学 校 

校 長  村 山  雅 彦 

第１回学校評価号 

山ノ内小学校 学校だより  

「自ら考え、判断し、共に生きる子どもの育成」 

～自ら考える力と自ら律する力を高める教育の創造～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


